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図2小学生から高校生へのお礼の絵・メッセージ
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③小学生および高校生を対象に、担任を通し

て活動の感想や評価を尋ねる質問紙調査

（実施後、2014年2月）

④幼稚園教員による観察チェックリストに基

づく評定

①②の省察は、実践後1ケ月以内に開催した

2回の技術・家庭科小員会で、実践についての

振り返りを行った際に出席者が発言した内容を

書き起こしたものをデータとする。書き起こし

たデータからスクリプトを作成し分析する。①

②については本報で、③については2報'')で報

告する｡

本実践の結果と考察

幼稚園、小学校、高校の本実践活動担当教員

の省察および本実践活動参観者の省察を、「活

第8号平成28年

動内容」「幼稚園児・小学生・高校生の様子」

｢今後の実施」の観点でまとめた（表1、表

2)。以下のA～Fは表中の記号と同一人物で、

A・BdCは校園の担当教員、，．E・Fは観察者

である。Fは幼稚園のみ観察した。

(1)活動内容について

15分でアニメーションを含めた4枚のデジタ

ル絵本を披露するためには、興味を惹くような

話し方や見せ方、また園児や小学生への話しか

け方を工夫することが求められ、グループによ

る差が見られた。15分で行う予定が3分で終

わってしまったグループもあったが、登場人物

になりきって園児・児童を楽しませようとして

いた（表1:OA・C、②B、表2:②高校生

，。E・F)。

園児が年少クラス（3歳児）だったこともあ

るが、高校生の作成したデジタル絵本の内容や

話し方は、園児には理解が難しい様子が見られ

た。一方、小学1年生は絵本の展開や高校生の

言葉あそびを理解しており、高校生とのやり取

りも楽しんでいた（表1:B･C、表2:②小

学生，．E、幼と小の違い，．E)。家庭科と連

携して幼児へのかかわりや幼児の関心について

事前に学ぶ機会を設定できると、幼児に適した

絵本を作成することができるだろうと思われ

る。

時間が余った時のために、事前に高校教員か

ら「絵本、手品、手遊びなどを用意しておくよ

うに」と伝えておいたことは効果的であった。

これについては、幼稚園教員および観察者D、

Eが評価していた（表1:OA〈"②B、表2:②高

校生E、②小学生D)。

絵本を見せる環境設定では、プレイルームの

ような大きな部屋でもl部屋に複数グループあ

ると聞きづらい（表1:B)、大きなスクリー

ンだと園児と高校生との距離ができて声が聞き

づらかったり心理的距離ができたりする（表

2:E)等の反省があげられた。

(2)幼稚園児・小学生・高校生の様子

観察では、高校生も園児も小学生も、ほとん














